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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 6日 (2005.7.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 融 点 の 異 な る 異 種 金 属 よ り な る ２ 種 類 の 金 属 部 材 を 接 合 す る 方 法 で あ っ て ，
　 融 点 の 高 い 方 の 第 １ 金 属 部 材 と ， 融 点 の 低 い 方 の 第 ２ 金 属 部 材 と を 重 ね 合 せ ，
　 肩 面 と 該 肩 面 か ら 突 出 さ せ た 突 起 部 と を 先 端 に 有 す る と 共 に 上 記 第 ２ 金 属 部 材 よ り も 硬
質 の 回 転 工 具 を 用 い ，
　 該 回 転 工 具 を 回 転 さ せ な が ら 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 表 面 か ら 差 し 込 み ， 上 記
突 起 部 の 先 端 と 上 記 第 １ 金 属 部 材 と の 間 に 間 隔 を 保 持 す る と 共 に ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 金
属 を 摩 擦 熱 を 発 生 さ せ た 状 態 で 撹 拌 し ， そ の 撹 拌 域 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 に 達 す る 範 囲 に 形
成 す る こ と に よ り ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と を 接 合 す る
　

こ と を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て ， 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 際 の 上 記 突 起 部 の 先 端
と 上 記 第 １ 金 属 部 材 と の 間 隔 は ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に お け る 上 記 突 起 部 を 差 し 込 む 部 位 の
厚 み の ５ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に お い て ， 上 記 回 転 工 具 の 上 記 突 起 部 は ， そ の 突 出 量 が 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に お
け る 上 記 突 起 部 を 差 し 込 む 部 位 の 厚 み よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方
法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に お い て ， 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 後
， そ の 差 し 込 み 方 向 と 逆 方 向 に 引 き 抜 く こ と に よ り 点 接 合 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 異 種 金
属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に お い て ， 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 状
態 で ， 上 記 回 転 工 具 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界 面 に 平 行 に 移 動 さ
せ る こ と に よ り 線 接 合 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。

に 当 た り ，
上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 際 に は ， 上 記 肩 面 を も 該 第 ２ 金 属 部 材 内 部

に 差 し 込 み ， か つ 上 記 肩 面 の 差 し 込 み 量 は ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に お け る 上 記 肩 面 を 差 し 込
む 部 位 の 厚 み の ３ ０ ％ 以 下 で あ る

３

３



【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 に お い て ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 端 面 が 上 記 第 １ 金 属 部 材 の 表 面 上 に 位 置 す る よ
う に 該 第 ２ 金 属 部 材 を 配 置 し ， 上 記 回 転 工 具 の 上 記 突 起 部 を ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 端 面 又
は そ の 近 傍 か ら ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界 面 に 対 す る 垂 直 方 向 か
ら 所 定 角 度 傾 斜 さ せ た 状 態 で 差 し 込 む こ と を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に お い て ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 は 鋼 部 材 で あ り ， 上 記 第 ２ 金
属 部 材 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に お い て ， 少 な く と も 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界 面 に お
け る 上 記 第 １ 金 属 部 材 の 表 面 粗 さ は ， Ｒ ｚ で １ ～ ２ ０ μ ｍ の 範 囲 内 に あ る こ と を 特 徴 と す
る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に お い て ， 少 な く と も 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界 面 に お
け る 上 記 第 １ 金 属 部 材 の 表 面 粗 さ は ， Ｒ ｍ ａ ｘ で ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 内 に あ る こ と を 特
徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 融 点 の 異 な る 異 種 金 属 よ り な る ２ 種 類 の 金 属 部 材 を 接 合 す る 方 法 で あ っ て ，
　 融 点 の 高 い 方 の 第 １ 金 属 部 材 と ， 融 点 の 低 い 方 の 第 ２ 金 属 部 材 と を 重 ね 合 せ ，
　 肩 面 と 該 肩 面 か ら 突 出 さ せ た 突 起 部 と を 先 端 に 有 す る と 共 に 上 記 第 １ 金 属 部 材 よ り も 硬
質 の 回 転 工 具 を 用 い ，
　 該 回 転 工 具 を 回 転 さ せ な が ら 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 表 面 か ら 差 し 込 み ， 上 記
突 起 部 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 に 直 接 接 触 さ せ て そ の 表 面 粗 さ を 粗 く す る と 共 に ， 上 記 第 ２ 金
属 部 材 の 金 属 を 摩 擦 熱 を 発 生 さ せ た 状 態 で 撹 拌 し ， そ の 撹 拌 域 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 に 達 す
る 範 囲 に 形 成 し ， か つ ， 上 記 回 転 工 具 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界
面 に 平 行 に 移 動 さ せ る こ と に よ り ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と を 線 接 合 す る

　

を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 に お い て ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 は 鋼 部 材 で あ り ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 は ア ル ミ ニ
ウ ム 合 金 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 融 点 の 異 な る 異 種 金 属 よ り な る ２ 種 類 の 金 属 部 材 を 接 合 し て な る 異 種 金 属 接 合 部 材 で あ
っ て ， 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 合 方 法 に よ り 接 合 し て な る こ と を 特 徴 と
す る 異 種 金 属 接 合 部 材 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 課 題 の 解 決 手 段 】
　 第 １ の 発 明 は ， 融 点 の 異 な る 異 種 金 属 よ り な る ２ 種 類 の 金 属 部 材 を 接 合 す る 方 法 で あ っ
て ，
　 融 点 の 高 い 方 の 第 １ 金 属 部 材 と ， 融 点 の 低 い 方 の 第 ２ 金 属 部 材 と を 重 ね 合 せ ，
　 肩 面 と 該 肩 面 か ら 突 出 さ せ た 突 起 部 と を 先 端 に 有 す る と 共 に 上 記 第 ２ 金 属 部 材 よ り も 硬
質 の 回 転 工 具 を 用 い ，
　 該 回 転 工 具 を 回 転 さ せ な が ら 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 表 面 か ら 差 し 込 み ， 上 記
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５

６

７

８

に 当 た り ，
上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 際 に は ， 上 記 肩 面 を も 該 第 ２ 金 属 部 材 内 部

に 差 し 込 み ， か つ 上 記 肩 面 の 差 し 込 み 量 は ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に お け る 上 記 肩 面 を 差 し 込
む 部 位 の 厚 み の ３ ０ ％ 以 下 で あ る こ と

１ ０

１ １



突 起 部 の 先 端 と 上 記 第 １ 金 属 部 材 と の 間 に 間 隔 を 保 持 す る と 共 に ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 金
属 を 摩 擦 熱 を 発 生 さ せ た 状 態 で 撹 拌 し ， そ の 撹 拌 域 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 に 達 す る 範 囲 に 形
成 す る こ と に よ り ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と を 接 合 す る
　

こ と を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 に あ る （ 請 求
項 １ ） 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の 発 明 は ， 融 点 の 異 な る 異 種 金 属 よ り な る ２ 種 類 の 金 属 部 材 を 接 合 す る 方 法 で あ っ
て ，
　 融 点 の 高 い 方 の 第 １ 金 属 部 材 と ， 融 点 の 低 い 方 の 第 ２ 金 属 部 材 と を 重 ね 合 せ ，
　 肩 面 と 該 肩 面 か ら 突 出 さ せ た 突 起 部 と を 先 端 に 有 す る と 共 に 上 記 第 １ 金 属 部 材 よ り も 硬
質 の 回 転 工 具 を 用 い ，
　 該 回 転 工 具 を 回 転 さ せ な が ら 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 表 面 か ら 差 し 込 み ， 上 記
突 起 部 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 に 直 接 接 触 さ せ て そ の 表 面 粗 さ を 粗 く す る と 共 に ， 上 記 第 ２ 金
属 部 材 の 金 属 を 摩 擦 熱 を 発 生 さ せ た 状 態 で 撹 拌 し ， そ の 撹 拌 域 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 に 達 す
る 範 囲 に 形 成 し ， か つ ， 上 記 回 転 工 具 を 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界
面 に 平 行 に 移 動 さ せ る こ と に よ り ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と を 線 接 合 す る

　

を 特 徴 と す る 異 種 金 属 部 材 の 接 合 方 法 に あ る （ 請 求
項 ） 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ３ の 発 明 は ， 融 点 の 異 な る 異 種 金 属 よ り な る ２ 種 類 の 金 属 部 材 を 接 合 し て な る 異 種 金
属 接 合 部 材 で あ っ て ， 上 記 第 １ の 発 明 又 は 第 ２ の 発 明 の 接 合 方 法 に よ り 接 合 し て な る こ と
を 特 徴 と す る 異 種 金 属 接 合 部 材 に あ る （ 請 求 項 ） 。
　 本 発 明 の 異 種 金 属 接 合 部 材 は ， 上 記 の 第 １ の 発 明 又 は 第 ２ の 発 明 の 優 れ た 接 合 方 法 に よ
り 接 合 し て あ る 。 そ の た め ， 融 接 あ る い は そ の 他 の 接 合 方 法 に よ り 接 合 し た 異 種 金 属 接 合
部 材 に 比 べ て ， 接 合 の 信 頼 性 が 高 く ， ま た 緩 み の 発 生 も な い 。 そ し て そ の た め ， 本 発 明 の
異 種 金 属 接 合 部 材 は ， そ の 適 用 範 囲 を 従 来 よ り も 拡 大 す る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た ， 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 際 に は ， 上 記 肩 面 を も 該 第 ２ 金 属 部
材 内 部 に 差 し 込 み ， か つ 上 記 肩 面 の 差 し 込 み 量 は ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に お け る 上 記 肩 面 を
差 し 込 む 部 位 の 厚 み の ３ ０ ％ 以 下 こ の 場 合 に は ， 上 記 肩 面 を 差 し 込 ん で の 回 転 に
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に 当 た り ，
上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 際 に は ， 上 記 肩 面 を も 該 第 ２ 金 属 部 材 内 部

に 差 し 込 み ， か つ 上 記 肩 面 の 差 し 込 み 量 は ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に お け る 上 記 肩 面 を 差 し 込
む 部 位 の 厚 み の ３ ０ ％ 以 下 で あ る

に 当 た り ，
上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 際 に は ， 上 記 肩 面 を も 該 第 ２ 金 属 部 材 内 部

に 差 し 込 み ， か つ 上 記 肩 面 の 差 し 込 み 量 は ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に お け る 上 記 肩 面 を 差 し 込
む 部 位 の 厚 み の ３ ０ ％ 以 下 で あ る こ と

１ ０

１ ２

と す る 。



よ っ て 上 記 撹 拌 域 を 広 く す る こ と が で き ， 接 合 部 の 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。 一 方 ， 上
記 肩 面 の 差 し 込 み 量 が そ の 差 し 込 み 部 位 の 厚 み の ３ ０ ％ を 超 え る 場 合 に は ， 接 合 部 分 の 厚
み が 薄 く な り ， 接 合 強 度 向 上 効 果 が 低 下 し て く る と い う 問 題 が あ る 。 そ れ 故 ， よ り 好 ま し
く は ， 上 記 肩 面 の 差 し 込 み 量 を そ の 差 し 込 み 部 位 の 厚 み の １ ０ ％ 以 下 と す る こ と が よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 後 ， そ の 差 し 込 み 方 向 と 逆 方 向 に 引 き 抜 く
こ と に よ り 点 接 合 を 行 う こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ） 。 こ の 場 合 に は ， 上 記 回 転 工 具 を 回
転 さ せ な が ら 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 み ， こ れ を そ の ま ま 後 退 さ せ て 引 き 抜 く こ と に よ り ，
容 易 に 接 合 を 実 現 す る こ と が で き る 。 そ の た め ， 接 合 装 置 の 構 造 ， 接 合 作 業 等 を 簡 単 に す
る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た ， 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に 差 し 込 ん だ 状 態 で ， 上 記 回 転 工 具 を 上 記 第 １ 金
属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界 面 に 平 行 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 線 接 合 を 行 う こ と
も で き る （ 請 求 項 ） 。 こ の 場 合 に は ， 線 状 の 接 合 部 分 を 形 成 す る こ と が で き ， よ り 強 固
な 接 合 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 端 面 が 上 記 第 １ 金 属 部 材 の 表 面 上 に 位 置 す る よ う に 該 第 ２ 金
属 部 材 を 配 置 し ， 上 記 回 転 工 具 の 上 記 突 起 部 を ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 の 端 面 又 は そ の 近 傍 か
ら ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 と 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界 面 に 対 す る 垂 直 方 向 か ら 所 定 角 度 傾
斜 さ せ た 状 態 で 差 し 込 む こ と も で き る （ 請 求 項 ） 。 こ の 場 合 に は ， い わ ゆ る 隅 肉 接 合 を
実 現 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 は 鋼 部 材 で あ り ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 部 材 で
あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ） 。 こ の 場 合 に は ， 上 記 接 合 方 法 の 作 用 効 果 を 特 に 有 効 に
発 現 さ せ る こ と が で き ， 従 来 困 難 で あ っ た 鋼 部 材 と ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 部 材 と の 接 合 を 容 易
か つ 強 固 に 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た ， 少 な く と も 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界 面 に お け る 上 記 第 １ 金 属 部 材 の 表 面 粗 さ
は Ｒ ｚ で １ ～ ２ ０ μ ｍ の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ） 。 こ こ で い う Ｒ ｚ は ，
Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ ０ ６ ０ １ － １ ９ ８ ２ に 示 さ れ て い る 十 点 平 均 粗 さ で あ っ て ， そ の 測 定 方 法 も 上
記 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 に 規 定 さ れ た 方 法 を 用 い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た ， 少 な く と も 上 記 第 ２ 金 属 部 材 と の 接 合 界 面 に お け る 上 記 第 １ 金 属 部 材 の 表 面 粗 さ
は Ｒ ｍ ａ ｘ で ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ） 。 こ こ で い う Ｒ
ｍ ａ ｘ は ， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ ０ ６ ０ １ － １ ９ ８ ２ に 示 さ れ て い る 最 大 高 さ で あ っ て ， そ の 測 定 方
法 も 上 記 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 に 規 定 さ れ た 方 法 を 用 い る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に ， 上 記 第 ２ の 発 明 （ 請 求 項 ） の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 上 記 第 ２ の 発 明 に お い て は ， 上 記 の ご と く ， 回 転 工 具 の 突 起 部 を 第 ２ 金 属 部 材 か ら 差 し
込 み ， こ れ を 第 １ 金 属 部 材 の 表 面 に 接 触 さ せ て そ の 面 粗 し を 実 施 す る 。 こ の 際 ， 上 記 突 起
部 と 第 １ 金 属 部 材 と の 接 触 が 強 す ぎ る と ， 面 粗 し の 目 的 を 外 れ ， 第 １ 金 属 部 材 あ る い は 回
転 工 具 に ダ メ ー ジ を 与 え る お そ れ が あ る 。 そ の た め ， 上 記 第 ２ の 発 明 に お い て は ， 上 記 突
起 部 と 上 記 第 １ 金 属 部 材 と の 接 触 深 さ が １ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た ， 第 ２ の 発 明 に お い て も ， 上 記 と 同 様 の 理 由 に よ り ， 上 記 突 起 部 を 上 記 第 ２ 金 属 部
材 に 差 し 込 ん だ 際 に は ， 上 記 肩 面 を も 該 第 ２ 金 属 部 材 内 部 に 差 し 込 み ， か つ 上 記 肩 面 の 差
し 込 み 量 は ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 に お け る 上 記 肩 面 を 差 し 込 む 部 位 の 厚 み の ３ ０ ％ 以 下

。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た ， 上 記 第 ２ の 発 明 に お い て も ， 第 １ の 発 明 と 同 様 に ， 上 記 第 １ 金 属 部 材 は 鋼 部 材 で
あ り ， 上 記 第 ２ 金 属 部 材 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 部 材 で あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ） 。
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